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Ⅰ．仕様書の概要説明 
 
１．調達の背景及び目的 
   放送大学宮城学習センター（以下「本学」という。）の講義室１～４の視聴覚設備を 

整備拡張することにより、教職員・学生への質の高い講義環境を提供するものである。 
 
２．調達物品名 「音響視聴覚設備」 

構成内訳は以下のとおりとし、機器構成系統図は別紙【図 1】及び【図 2】のとおりとする。 

 

Ａ 講義室１・２ 各々の構成 

１ 機器収納架  一式 

1-1  外部入力パネル                     １台 

   ＨＤＭＩ接続ケーブル                               １本 

     ＲＧＢ（音声付）接続ケーブル            １本 

1-2 ブルーレイプレーヤー                １台 

1-3 アップコンバーター                 １台 

1-4 プレゼンマルチスイッチャー             １台 

1-5 ＨＤＭＩ２分配器                  １台 

1-6 ＰＡアンプ                     １台 

1-7 ワイヤレスチューナー                 １台 

1-8 パワーディストリビューター             １台 

1-9 ハンド型ワイヤレスマイク              １本 

1-10 タイピン型ワイヤレスマイク              １本 

1-11 バッテリーチャージャー               １台 

1-12 機器収納操作ワゴン                 １式 

２ ワイヤレスアンテナ                  ２式 

 

Ｂ 講義室３・４ 各々の構成 

３ 機器収納架  一式 

3-1  外部入力パネル                     １台 

   ＨＤＭＩ接続ケーブル                               １本 

     ＲＧＢ（音声付）接続ケーブル            １本 

3-2 ブルーレイプレーヤー                １台 

3-3 プレゼンマルチスイッチャー             １台 

3-4 ＰＡアンプ                     １台 

3-5 ワイヤレスチューナー                 １台 

3-6  パワーディストリビューター             １台 

3-7 ハンド型ワイヤレスマイク              １本 

3-8 タイピン型ワイヤレスマイク              １本 

3-9 バッテリーチャージャー               １台 

3-10 機器収納操作ワゴン                 １式 

４ コンパクトスピーカー                 １式 

５ ワイヤレスアンテナ                  ２式 

 

 

以上、搬入、据付、配線、調整、幹線ケーブル、コネクター類及び耐震対策を含む。 

 



 

３．技術的要件の概要 

（１）本調達物品にかかる性能、機能及び技術等（以下「性能等」という。）の要求要件（以下「技術

的要件」という。）は「Ⅱ．調達物品が備えるべき技術的要件」に示すとおりであり、すべて本

学が必要とする要求要件を示している。 

 

４．提案に関する留意事項 

（１）入札機器は、原則として入札時点で製品化されていること。 
（２）提案書の技術仕様は、本学の示す技術的要件に示す項目に応じて、入札機器の性能等を数値又

は客観的かつ具体的表現で記載すること。その際参照すべき箇所がカタログ・性能仕様書・説

明書等である場合は、色づけするなどして該当部分を明示すること。 
（３）本学の求めにより提案書等の記載内容その他に関するヒアリングを行うことがある。 

 
５．納入に関する留意事項 
（１）納入期限  令和３年１月３１日 

    ただし、納入日程については本学と協議し、その指示に従うこと。 
（２）設置場所 本学講義室１,２,３及び４の本学の指定する場所 

 

６．その他の留意事項 

 （１）搬入、据付、配線、調整、ケーブル・コネクター類及び耐震対策に要する全ての費用は本調達

に含まれる。 

（２）入札に当たり現場確認等が必要な場合には、本学へ照会すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ．調達物品が備えるべき技術的要件 

 

（性能・機能に関する要件） 

Ａ 講義室１・２に設置する製品はそれぞれ以下の要件を満たすこと。 

１ 機器収納架（１式） 

1-1.外部入力パネル（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-1-1.ＨＤＭＩ入力端子を１系統以上、Ｄ－ｓｕｂ１５ｐ入力端子を１系統以上、ステレオミ

ニ入力端子を１系統以上、ＡＣコンセントを１系統以上有すること。 

1-1-2.（1-11）機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

1-1-3.外部機器接続用にＨＤＭＩ接続ケーブル５ｍと音声出力付きＲＧＢ接続ケーブル５ｍを

有すること。 

1-2.ブルーレイプレーヤー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-2-1.ＨＤＭＩ出力端子を１系統以上有すること。 

1-2-2.ブルーレイディスク／ＤＶＤディスク／コンパクトディスクを再生できる機能を有する

こと。 

1-2-3.ＭＰＥＧ１、ＭＰＥＧ４、ＭＰＥＧ４／ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２、ＷＭＶ、ＡＶＣＨＤ、Ｌ

ＰＣＭ、ＭＰ３、ＡＡＣ、ＷＭＡ、ＪＰＥＧ、ＰＮＧ、ＧＩＦが再生できること。 

1-2-4.リモコンを有すること。 

1-2-5.(1-11)機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できるラックマウント棚板（２Ｕ

サイズ）を有すること。 

1-3.アップコンバーター（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

  1-3-1.ＨＤＭＩ入力端子を１系統以上、ミニＤ-ｓｕｂ１５ピン入力端子を１系統以上、ＣＶＢ

Ｓ入力端子を１系統以上、ステレオ音声入力端子を１系統以上有すること。 

  1-3-2.ＨＤＭＩ出力を１系統以上有すること。 

  1-3-3.出力フォーマットは１０８０Ｐ以上であること。 

  1-3-4.テストパターンを表示できること。 

  1-3-5.ガンマ設定およびアンダー/オーバースキャン設定機能を有すること。 

  1-3-6.専用のコントロールソフトウェアを有すること 

  1-3-7.既存の VHSビデオレコーダーの接続が可能なこと。 

1-4.プレゼンマルチスイッチャー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-4-1.ＨＤＭ入力端子を３系統以上、Ｄ-ｓｕｂ１５ピン入力端子を１系統以上有すること。 

1-4-2.ＨＤＭＩ出力端子を２系統以上有すること。 

1-4-3.マトリックス切替が可能なこと。 

1-4-4.オーディオ・エンベデッド機能を有すること。 

1-4-5.オーディオ・ディエンベッド機能を有すること。 

1-4-6.自動切替機能を有すること。 

1-4-7.最大解像度は４Ｋ６０Ｐ以上であること。 

1-4-8.スケーラー機能を有すること。 

1-4-9.ＥＤＩＤエキスパート機能を有すること。 

1-4-10.ＣＥＣ機能を有すること。 

1-4-11.リモコンを有すること。 

1-4-12.(1-11)機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

1-5.ＨＤＭＩ２分配器（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-5-1.ＨＤＭＩ入力端子を 1系統以上有すること。 

1-5-2.ＨＤＭＩ出力端子を２系統以上有すること。  



1-5-3.最大解像度は４Ｋ以上であること。 

1-5-4.ＨＤＣＰ機能を有すること。 

1-5-5.ＣＥＣ機能を有すること。 

1-5-6.アンチストーム機能を有すること。 

1-5-7.ＥＤＩＤエミュレート機能を有すること。 

1-5-8.キーロック機能を有すること。 

1-5-9. (1-11)機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

1-5-10.既存のディスプレイと接続が可能なこと。 

1-6.ＰＡアンプ（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-6-1.マイク入力端子を４系統以上、外部入力端子を２系統以上有すること。 

1-6-2.定格出力は４０Ｗ以上（ハイインピーダンススピーカー出力）であること。 

1-6-3.録音出力端子を有すること。 

1-6-4.ライン出力端子を有すること。 

1-6-5.フロント部に外部入力端子を有すること。 

1-6-6.スピーカー回路が選択できること。  

1-6-7.ＡＣアウトレット（電源スイッチ非連動）を２系統以上有すること。 

1-6-8.（1-11）機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

1-6-9.既存の壁面スピーカーと接続が可能なこと。 

1-7.ワイヤレスチューナー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-7-1.発振方式は水晶制御 PLLシンセサイザー方式であること。 

1-7-2.受信方式はダイバシティ・ダブルスーパーヘテロダイン方式であること。 

1-7-3.受信感度は２４ｄＢμＶ以上であること。 

1-7-4.周波数特性は５０Ｈｚ～１５０００Ｈｚを含む範囲以上であること。 

1-7-5.チューナー出力は２系統以上であること。 

1-7-6.混合出力および混合入力ができること。 

1-7-7.セキュリティ機能を有すること。 

1-7-8.チャンネルサーチ機能を有すること。 

1-7-9.（1-11）機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

1-8.パワーディストリビューター（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-8-1.出力電力２，０００Ｗ以上であること。 

1-8-2.スイッチ連動１,０００Ｗ以上９アウトレット以上、スイッチ非連動１,５００Ｗ以上３

アウトレット以上であること。 

1-8-3.自動遅延電源ＯＮ回路を有すること。 

1-8-4.外部起動端子を有すること。 

1-8-5.（1-11）機器収納ワゴンにラックマウントで固定できること。 

  1-9.ハンド型ワイヤレスマイク（１本）は、以下の要件を満たすこと。 

    1-9-1.発振方式は水晶制御 PLLシンセサイザー方式であること。 

    1-9-2.変調方式は位相偏移変調方式であること。 

    1-9-3.空中線電力は５ｍＷと１ｍＷの２切換以上ができること。 

    1-9-4.アンテナは本体内蔵型であること。 

    1-9-5.使用マイクロホンは単一指向性エレクトレットコンデンサー型であること。 

    1-9-6.周波数特性は５０Ｈｚ～１５，０００Ｈｚを含む範囲以上であること。 

    1-9-7.音声遅延は２．５ｍｓ以下であること。 

    1-9-8.電池寿命はアルカリ乾電池で５時間以上、専用充電式電池で６時間以上であること。 

    1-9-9.セキュリティ機能を有すること。 

  1-10.タイピン型ワイヤレスマイク（１本）は、以下の要件を満たすこと。 

    1-10-1.発振方式は水晶制御 PLLシンセサイザー方式であること。 

    1-10-2.変調方式は位相偏移変調方式であること。 



    1-10-3.空中線電力は５ｍＷと１ｍＷの２切換以上ができること。 

    1-10-4.アンテナは本体内蔵型であること。 

    1-10-5.使用マイクロホンは単一指向性エレクトレットコンデンサー型であること。 

    1-10-6.周波数特性は５０Ｈｚ～１５，０００Ｈｚを含む範囲以上であること。 

    1-10-7.音声遅延は２．５ｍｓ以下であること。 

    1-10-8.電池寿命はアルカリ乾電池で５時間以上、専用充電式電池で６時間以上であること。 

    1-10-9.セキュリティ機能を有すること。  

    1-10-10.専用のタイピンマイクキットを有すること。 

1-11.バッテリーチャージャー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

  1-11-1.（1-9）ハンド型ワイヤレスマイク及び（1-10）タイピン型ワイヤレスマイクを同時に

２本以上充電できること。 

  1-11-2.充電時間は２時間以下であること。 

  1-11-3.専用の充電式電池を２本以上有すること。 

1-12.機器収納操作ワゴン（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

1-12-1.１９インチ２０Ｕサイズ以上でＥＩＡ機器をラックマウントできること。 

1-12-2.上部鍵付き強化ガラス扉を有し、２７０°以上開閉できること。 

1-12-3.Φ60以上のストッパー付きキャスターを有すること。 

1-12-4.仕上げはグレー系であること。 

1-12-5.３Ｕ引出ユニットを１台以上有すること。 

1-12-6.既存ビデオデッキ用棚板（２Ｕ）を１台以上有すること。 

1-12-7.各ラックマウント機器間の隙間をふさぎ、放熱喚起作用のあるラックマウント型スリッ

トパネルを必要数有すること。 

1-12-8.ＨＤＭＩケーブル(５m以上)を１本以上、アナログＲＧＢ(音声付)ケーブル(５m以上) 

を１本以上有すること。 

２．ワイヤレスアンテナ（２台）は、１台当たり以下の要件を満たすこと。 

2-1.受信周波数範囲は８０６ＭＨｚ～８１０ＭＨｚを含む範囲以上であること。 

2-2.壁面に取付ができること。 

2-3.アッテネーターは３段階以上の切換ができること。 

2-4.防水性能はＩＰＸ４以上であること。 

2-5.仕上げはアイボリー色モールド成型であること。 

2-6.（1-7）ワイヤレスチューナーと同一メーカーであること。 

 

Ｂ 講義室３・４に設置する製品はそれぞれ以下の項目を満たすこと。 

３ 機器収納架（１式） 

3-1.外部入力パネル（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-1-1.ＨＤＭＩ入力端子を１系統以上、Ｄｓｕｂ１５ｐ入力端子を１系統以上、ステレオミニ

入力端子を１系統以上、ＡＣコンセントを１系統以上有すること。 

3-1-2.（3-10）機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

3-1-3.外部機器接続用にＨＤＭＩ接続ケーブル５ｍと音声出力付きＲＧＢ接続ケーブル５ｍを

有すること。 

3-2.ブルーレイプレーヤー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-2-1.ＨＤＭＩ出力端子を１系統以上有すること。 

3-2-2.ブルーレイディスク／ＤＶＤディスク／コンパクトディスクを再生できる機能を有する

こと。 

3-2-3.ＭＰＥＧ１、ＭＰＥＧ４、ＭＰＥＧ４／ＡＶＣ、ＭＰＥＧ２、ＷＭＶ、ＡＶＣＨＤ、Ｌ

ＰＣＭ、ＭＰ３、ＡＡＣ、ＷＭＡ、ＪＰＥＧ、ＰＮＧ、ＧＩＦが再生できること。 

3-2-4.リモコンを有すること。 

3-2-5.(3-10)機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できるラックマウント棚板（２Ｕ



サイズ）を有すること。 

3-3.プレゼンマルチスイッチャー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-3-1.ＨＤＭ入力端子を３系統以上、Ｄ-ｓｕｂ１５ピン入力端子を１系統以上有すること。 

3-3-2.ＨＤＭＩ出力端子を２系統以上有すること。 

3-3-3.マトリックス切替が可能なこと。 

3-3-4.オーディオ・エンベデッド機能を有すること。 

3-3-5.オーディオ・ディエンベッド機能を有すること。 

3-3-6.自動切替機能を有すること。 

3-3-7.最大解像度は４Ｋ６０Ｐ以上であること。 

3-3-8.スケーラー機能を有すること。 

3-3-9.ＥＤＩＤエキスパート機能を有すること。 

3-3-10.ＣＥＣ機能を有すること。 

3-3-11.リモコンを有すること。 

3-3-12.(3-10)機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

3-3-13.既存のディスプレイと接続が可能なこと。 

3-4.ＰＡアンプ（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-4-1.マイク入力端子を４系統以上、外部入力端子を２系統以上有すること。 

3-4-2.定格出力は４０Ｗ以上（ハイインピーダンススピーカー出力）であること。 

3-4-3.録音出力端子を有すること。 

3-4-4.ライン出力端子を有すること。 

3-4-5.フロント部に外部入力端子を有すること。 

3-4-6.スピーカー回路が選択できること。  

3-4-7.ＡＣアウトレット（電源スイッチ非連動）を２系統以上有すること。 

3-4-8.（3-10）機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

3-5.ワイヤレスチューナー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-5-1.発振方式は水晶制御 PLLシンセサイザー方式であること。 

3-5-2.受信方式はダイバシティ・ダブルスーパーヘテロダイン方式であること。 

3-5-3.受信感度は２４ｄＢμＶ以上であること。 

3-5-4.周波数特性は５０Ｈｚ～１５０００Ｈｚを含む範囲以上であること。 

3-5-5.チューナー出力は２系統以上であること。 

3-5-6.混合出力および混合入力ができること。 

3-5-7.セキュリティ機能を有すること。 

3-5-8.チャンネルサーチ機能を有すること。 

3-5-9.（3-10）機器収納ワゴンにラックマウントタイプで固定できること。 

3-6.パワーディストリビューター（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-6-1.出力電力２，０００Ｗ以上であること。 

3-6-2.スイッチ連動１,０００Ｗ以上９アウトレット以上、スイッチ非連動１,５００Ｗ以上３

アウトレット以上であること。 

3-6-3.自動遅延電源ＯＮ回路を有すること。 

3-6-4.外部起動端子を有すること。 

3-6-5.（3-10）機器収納ワゴンにラックマウントで固定できること。 

  3-7.ハンド型ワイヤレスマイク（１本）は、以下の要件を満たすこと。 

    3-7-1.発振方式は水晶制御 PLLシンセサイザー方式であること。 

    3-7-2.変調方式は位相偏移変調方式であること。 

    3-7-3.空中線電力は５ｍＷと１ｍＷの２切換以上ができること。 

    3-7-4.アンテナは本体内蔵型であること。 

    3-7-5.使用マイクロホンは単一指向性エレクトレットコンデンサー型であること。 

    3-7-6.周波数特性は５０Ｈｚ～１５，０００Ｈｚを含む範囲以上であること。 



    3-7-7.音声遅延は２．５ｍｓ以下であること。 

    3-7-8.電池寿命はアルカリ乾電池で５時間以上、専用充電式電池で６時間以上であること。 

    3-7-9.セキュリティ機能を有すること。 

  3-8.タイピン型ワイヤレスマイク（１本）は、以下の要件を満たすこと。 

    3-8-1.発振方式は水晶制御 PLLシンセサイザー方式であること。 

    3-8-2.変調方式は位相偏移変調方式であること。 

    3-8-3.空中線電力は５ｍＷと１ｍＷの２切換以上ができること。 

    3-8-4.アンテナは本体内蔵型であること。 

    3-8-5.使用マイクロホンは単一指向性エレクトレットコンデンサー型であること。 

    3-8-6.周波数特性は５０Ｈｚ～１５，０００Ｈｚを含む範囲以上であること。 

    3-8-7.音声遅延は２．５ｍｓ以下であること。 

    3-8-8.電池寿命はアルカリ乾電池で５時間以上、専用充電式電池で６時間以上であること。 

    3-8-9.セキュリティ機能を有すること。  

    3-8-10.専用のタイピンマイクキットを有すること。 

3-9.バッテリーチャージャー（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

  3-9-1.（3-7）ハンド型ワイヤレスマイク及び（3-8）タイピン型ワイヤレスマイクを同時に２

本以上充電できること。 

  3-9-2.充電時間は２時間以下であること。 

  3-9-3.専用の充電式電池を２本以上有すること。 

3-10.機器収納操作ワゴン（１台）は、以下の要件を満たすこと。 

3-10-1.１９インチ２０Ｕサイズ以上でＥＩＡ機器をラックマウントできること。 

3-10-2.上部鍵付き強化ガラス扉を有し、２７０°以上開閉できること。 

3-10-3.Φ60以上のストッパー付きキャスターを有すること。 

3-10-4.仕上げはグレー系であること。 

3-10-5.３Ｕ引出ユニットを１台以上有すること。 

3-10-6.各ラックマウント機器間の隙間をふさぎ、放熱喚起作用のあるラックマウント型スリッ

トパネルを必要数有すること。 

3-10-7.ＨＤＭＩケーブル(５m以上)を１本以上、アナログＲＧＢ(音声付)ケーブル(５m以上) 

を１本以上有すること。 

４．スピーカー（２台）は、１台当たり以下の要件を満たすこと。 

 4-1.定格入力は２０Ｗ以上であること。 

 4-2.出力音圧レベルは８８ｄＢ／Ｗ（１ｍ）以上であること。 

 4-3.周波数特性は７０Ｈｚ～２００００Ｈｚを含む範囲以上であること。 

 4-4.スピーカーユニットは高音用で２５ｍｍ以上のドーム型、低音用で１０ｃｍ以上のコーン型で

あること。 

 4-5.スピーカー種別はＬ級であること。 

 4-6.入力端子はプッシュターミナル式であること。 

 4-7.キャビネット材質はＡＢＳ樹脂であること。 

 4-8.ケースカラーは白系であること。 

５．ワイヤレスアンテナ（２台）は、１台当たり以下の要件を満たすこと。 

5-1.受信周波数範囲は８０６ＭＨｚ～８１０ＭＨｚを含む範囲以上であること。 

5-2.壁面に取付ができること。 

5-3.アッテネーターは３段階以上の切換ができること。 

5-4.防水性能はＩＰＸ４以上であること。 

5-5.仕上げはアイボリー色モールド成型であること。 

5-6.（3-5）ワイヤレスチューナーと同一メーカーであること。 

 

 



（性能・機能以外に関する要件） 

１．設置・納入条件 

（１）各講義室の機器収納ワゴンから既存プロジェクター及び天吊モニターに映像が出力できるよう

接続すること。講義室１・２においては既存ＶＨＳビデオレコーダーも同様に接続すること。 

（２） 納入される機器に必要な一次側設備については、本学が用意するので、具体的に提案すること。

それ以外に必要な二次側設備は本調達に含まれる。 

（３）ケーブル配線ごとに入出力機器の名称をタグ付けすること。 

（４）本学が指定した設置場所に搬入・設置を行い、別紙機器構成系統【図 1】及び【図 2】の接続を

行うこと。 

（５）搬入の際は、建物等に損傷を与えることのないよう、注意して行うこと。なお、万一、損傷を

与えた場合は、速やかに本学に報告のうえ原状回復すること。 

（６）搬入時の梱包材等は供給者が処分すること。 

（７）納入日程は本学担当者と協議し、日常業務に支障のないよう十分に配慮の上、計画的に行うこ

と。（必要に応じ工程表の提出を求める場合がある） 

 

２．障害支援体制 

 （１）障害等発生時は、本学の求めにより対応すること。 

（２）障害支援体制は、以下の要件を満たすこと。 

・納入後１年間は、通常の使用において不具合等が発生した場合の無償修理に応じること。 

・障害支援体制は、国内にサポート拠点を有し、障害発生時には通報を受けてから４８時間以内

（土、日、祝日を除く）に修理・部品交換等を速やかに行えるアフターサービス体制を確立し

ていること。（緊急連絡先と対応等を記載した書面（土曜日・祝祭日も含む）を提出すること） 

 

３．その他 

（１）機器取扱に関する説明会を、本学が指定する日時、場所で行うこと。 

（２）設置場所に簡単な操作説明書・展開図をラミネート加工し、備えること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                  別 紙 

【図１】 

 

 

【図２】 

 

 


